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　　　　　　島根県大東鉱山付近の地質及び鉱床についで

　　　　　　　　　　　　　　山、．．本．豊・穂ceee．．

　　　　　　　　　　’一’”°炉1凱ま’えが’ぎ1：．E　　…＼碧
　　　元来，山陰地方s’とくに島根巣はわが国における水鉛鉱あ主要な産地であう，．最近では、

　　大東。清久爾鉱由（島根）の産出高はわが国全産出高の大部分を占めているにも’かかわら

　　す，爾鉱山をはじめとして当地方の水鉛鉱床の班究はいまだ行なわれていなかつす：。筆者は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ををを　　昭和26年度広島交理科大学卒業論文の対象として繭記爾鉱再をみくむ一群をとりあげたの

　　でありたが・てこにそれ以後A・Hkで耀鱒項を漁し嘱究結果を発表し・諸賢の御

　　批判をあおぐ次第である6　　　　げ　　　t“一

　　　本交に入るに先立ち，本調査にあたつては広島大学木野崎吉郎・小島丈児爾教授にいろ

　　いろと御指導をあおぎ，また，九州大学冨田達薮疫1ヒは爵ル3ンの鑑定をしていただいた

　　ごとを記し，深く御礼申し上げる亥第である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

tF“　　f

　　　　　　　　　　　　　　　　皿　地　・　　　質t－．．＿、．一．＿＿，．；

　　歪，概　．説　　　f，、．　　　．．．　　．．　　　，．‘『

．芦櫛P腰諦革臓すればぞ古担のもρは瀬鞭らな．り・噸のゆ｝姉獣，

　類願め鰯糊鱗Qは知岩と浅域以齢で軽9遡わレ古卿識樺ζノ，

　腸題唖勉塩灘鱗ρとか砿ウ・欄の騨岩騨媚の花糊棋群〆磯．
　　ζ越填る花齢質纐鰯英騨ゆ荏り漸期のもの雌雌と斑聯姪隼る、．・；，

　　qSUらρ分布状態をみると調醜域東部壱鞍山靴礁蠕砧められ酒醐当髄，

　でもつ昂大瀦分舵しφす花鵬で占められ・．中部ヲ峰即糊が鱗頃雛な

　地質を形成している・これら概ρ騨二ρいて牒俵晒晒勉転な華斗夢

　　い圃古騨謙地域内で嘩上分郷＃もQである・一・…

　　以後・輝雑劇を毒け御こめ詞もな岩体にに代牽的地名を付レ工呼茎。’tv　　．，．F．

　ce広島大学理学部地学教室薪究業績第31号1　　∫　””：岬’－1　　　”

轟　太陽鉱工株式会祉大束鉱業所　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

辮 山陰地方にみられる麟鉱床VSk・大体において・いくつかの・鎌々1榔拠てぴとPのズ

　　crツクを形成しているので，とくに‘‘群”と呼んだのであつて，対象どむた群はこの地方の

　　’‘裟ぼ申央部Fi位置し、ピ隔5㌦・…鴨∵曳：詣’／‘：∵’▼炉’1∵降』∵”・」“∵



2 出・本　豊・穂

　　　　　　　　／‘’　’　一　　∴　・一　第…㌻∵表ト／ゴ　1　ゴ∫

Sedimentary　rocks　・　．　　　　　監　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Basic　rock3

　：　　・　gra・｝i　tiztaSlgR　’　　　　㌦．　　　　臨e瓢a三畷e¢毛？　　　：
　：も∵…　∵・…　、・…　鱒…　。・。・一・Biotite－granite・・・・・…　鱒・…　。…　…・・→　　：

　↓　　　　　　　　　　　　　・　　　　、　　　・　　　　　　　　＿　　　　　　　：
B三・寧¢9籍e韮SS　　　　’　　　　、『　　　　　　　　：　　　　　　：　　　∴．
　：　thermai　effect　Hormb皇endebi・oite　ther典al　effect：th¢rmal　effect：　　　　　’
　の　　のののの　のゆ　のり　りのじじり

　↓
Gmaeissoze　hybrid

∵r（磨薦鋤し

　　9「礫蜜ヂ∵°°”f；°“’…慌…°∵∵’の→：，昌．

　　　　．：　　、　　　　　　　　¶　Grantierhornfets　　　　　　　↓
　　　　　：　　‘i　．　ダ　　指”　　　一　・　　Bas三ご葡bf至d
　　　　　：　　　　　　、q鵬iSS・ze　grani⑱　　（ノ1！井）
　　　　　：　　　＿　’　　　　　一（蓮花寺）、
　　　　　：　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　↓　　　　　　　　　・’　　　　　ヤ　　　Quaft箔・｛Vein　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　・

瀬騨ご㌧　　（轡・．瞬噛蘭
　　　　　1．・辮灘盟臨ピ　　　　‘・…

．　　￥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

B三〇tite”ap五ite

　　（下久野）＼
　　　　　：　　　Peg鶏臓乞ite　　　　∴。　　　　　　　∴　　Aftdesite

’　　x”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　”　　Quartz．vein　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　Gabbto

　　　（MoS2）

　　　2混、成岩体
　　　　　　sぎし　　　　　　　　　　　　．＿　　　　　　　．．・
　　　　a）磨石山片庶岩欺混成岩体　　　　　　　　・

　　．おも．なものは磨石山西山腹にやや楕円愁二・ま7：・小さいものは金成1こおいて黒雲母花

　　嵩岩（蓮花寺花闘碧体）中に捕獲されて存在すお6これは，この付近にあつた粘板砦ない

　　レ砂署質の堆積砦（時代不明）が蓮花寺花嵩岩体（ρ貫入にきいし捕獲されi花嵩辮化作用

tt 　により黒雲母片麻岩状になつたものが，さらに後に貫入をみた閃雲花嵩閃緑崇（以下大

　　東花嵩閃線碧体という）により母岩とともに強い熱影響をうけ，粒状の組綴をもつ熱変成

　　署になつたものと解される。本岩の片麻暑状の部分は細粒で，黒雲母の配列方向は大体

　　N60°Eである。そのほかの部分はかなり粗粒とな．b（粗粒φ理度は大東花嵩閃緑砦体に近づ

　　くほご顕著である）鏡下では寄木状構造をしめしている。　　　　　　　　・　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

　　　全般的にいつてジ鉱物緯成は黒雲母。石英・正長石・灰替長石およびジルコンである。

　　カリ長石球がいして少いoま？こ∴部分的には線簾石・tザクロ石・白雲母をふくむ◎

　　　原署については・うすい粘板署質の部分をふくte，砂質岩を考えτ硫る・なお2神谷鉱山

　　付近には砂砦源のホルシヘルズがある。へ　噛　…　ゴ∴　　”ぞ

　　　　b）川蜂性混脚　図＿隔’．風＿？∫ぼ窺1髄‘峯

　　　勝を幅にひろ榔塞搬麟欲凍西1三約2；5臨献郷mのほ曄形esu・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ　　　　　　　　　　　　　ニ　　リ　　三方をそれぞれ異なつた花嵩居によつて境されている。これがうけた混歳作用ぼ犬東花嵩

　　閃緑岩体によりもたらさTれ発も・のと解している◎蓮花寺花属暑体による熱影響ならびに原

気



　　　　　　　　　　’　島根県大東鉱山付遊の地質及び鉱床について　　　　・　　　　　　　3

砦1わご・ては・いまだあきら面なe・・一繍欄獅つ駄東花嵩開緑雛瞭

する紛ド鞭ても∴紗で異なる些う騨源盟糊甫馴こ輝剃卵｝るts
o　6’ か滴多く・かつ一：一：’般に痂沃きい・め部分は一暦解囎鯵つ9・る・

　基性混成岩といわれるものは，この岩体のほかにこの岩体より2km以丙に他の暑体中に

縫岩とし窃め存在す魏ま£同ε勧力轍．ほ棚筋るが；北鳶山佐藏南

西芳希勢1温菓・日登各蒋鶯もかなり広範囲にみられるようである。

本岩は羅母．燐灰石．チタンa．；石英．・斜長石（聴性灰甑右ないし灘帷長

石）・ジルコン1・’よび少量のヰ長懲りigり一J角閃石は部分的にふくまれる・辮石・緑

泥石・蝦眈蝿ふく碑邪ある諒辮中の購岩の部鱒一麗雲母臨み・微

粒灘罐1溢欝驚雛：旗あ19塾）お湘卿カリ長湘

される。

、　3花歯岩．体
　　　a）　蓮花寺花嵩岩体　　　　　　　　4

　　花鵬体中では最古のものである本岩伽ま適御‘朕難混雌体上にめり漕まナこ・

瀦体とともに大東花嗣線糊耳ρつ7こ櫛を呈墜｝戸・1

　　本岩体は均質で・やや乳白色を帯び・有色鱗物は小さくっ一かつ・やや少い。黒雲母は一

　般に微細なものの集合体をなし，単体の結晶として函くまれるものは少い。大東花嵩閃緑

　岩体に近づくにつれ・黒雲母は多少方向性をしめすようになり・か？さらに細粒となり・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

多少片麻題となる・捕鱗は熱である・∵、　　　．、㌧．　　一爵ヤ

　　鏡下では，黒雲母・灰曹長石絢正長石・ぺ西ト正長石診よぴ石英よりなる黒雲母花嵩岩

　であるが・’一’般に灰曹長石は少く・一方・一般的にふくまれるものにジルコン・燐灰石凱

　微量の白雲母があり，二次的に線泥石・．緑簾石もできているb・ジルコンは黒雲母中でがな

　り強い多色性ノ、ロをしめす。．
ξ

　　本岩体の特徴はホルンヘルス組織が一一re的であることであるα前述のように・黒雲母に

　ホルンヘルス様に集合体を形成し，あるいは他の結晶の周辺にそつて配列するものも多

　　　一e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　1

∵．紳顔三櫛木晦鱒そ噸醜あ鰍きいもの寧なU・」う鱗る・含鰯繍．、

　　英脈の織軸る・、1－∴　・　，、　　＿“1
　－1－＊＊・添髄駆にな噸名にり㌔・乏は訪分の・彫図細および杉く鯵照されたい。’

　　ee＊＊Lノ瀬正己学土（広大）によれ1、i’，布勢・温泉・日登各村でかなり広い岩体を報露tそ

　　いるが，このうち地質図にはあらわしてないが，少くとも日登村大原より栴束にひろf！：るも

　　　のは・川糧性餓岩体と剛性質鱗のである・・t・・’；・蕾、1∫’，・，t・∴



4 1∬　’°本・：豊　．穂：t：

い。ま＃モルタル構造は岩体全域でみられ・片麻岩質の部分は鏡下でも片麻岩状構造がは

．つきりみとめられる。（第1図参照）

　かかる強い熱的再構成をあたえたものは・近接する大東花嵩閃緑岩体と芦孝られる。

　，Pン，大東花嵐閃緑岩体

．．1既存の各岩体に強力な熱影響をあたえた大東花嵩閃線碧体は，広大な面積を占める底状

．　一一　　　　　　　　　　　　　　　　 　　．　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　．馴
の岩体で，その西縁は朝山村東蔀におよぶようである。tこの岩体の特徴は，有色鉱物をは

4

　　　　　　　　　　　　　　Fig．1　　　　　　　　　　　　（×20）

　　　　　　　蓮花寺花嵩岩体（Biotite－9∫ρnlie）
　　　　　　　　　　B……biotite　　　　　　　　O……o士t五〇clase

　　　　　　　　　　　E……eptidote（1個）　　　　OP…orthociaseperthite
’　1’”　　　Mu…muscovite（1個）　M……magnetite　　　　　　－－

　L：・ヂく　　　　　　　　A……aPatite　　　　　　・　・　　　　　　　　　　　　　、、

じめとしそ構成鉱物がきわめて粗粒であること，角閃石を有することである。一般に均質

であり，’ 楕円形の基性捕獲岩はかなり多いが，岩体中に存在する岩脈は少い。大東鉱山付

1丘には，本岩体中に砦脈状の，細粒の含角閃石黒雲母花嵩岩があるが，これは本岩体の一

相と考えている。

・・ この砦伝は，角閃石・黒雲母・中性長石・少量の正長石・石英およびジルゴγ・燐灰石

よりなるトナル岩相に相当する閃雲花嵩閃緑岩である。中性長石の累帯購造にはやや強い

ものがみられ，また，正斜爾長石はペルト石構造をしめすものががいして多い。ジルコン

のしめす多色性ハロは蓮花寺花嵩岩体のそれにくらべれば弱い。二部一2i弱いウラル凪化作

用がみられ・まナこ・自変成作用で，緑泥石・緑簾石ができ，これら砿斜長石の割目に入つ。

ている。な1・・；川湛性混麟体との接獺では・混成概しめじ・細雌華齢鱗を

多く含有するようになる。暑体中の捕獲砦は，同化された基性のものが多い。：なfO’，　“本岩

体の磁鉄鉱含有率は高いげ　　’＿”　”1’：”　…”｛　，t　’・　　　”一‘：’t　’・J　IT

・ 南限噸石櫛練瓢ぬ巽誌るb冨

、



鷹根県大東鉱山付近の地質及び鉱床について 5

　　　・q）淺成の花嵩岩類　・一一　　・、、　．．＿．・、．・ご・．脇．t’．　　・・、

　　　ここでは，比較的浅成相をしめす花嵩岩および花嵩蝋質岩についての丼るo，　’　・

　　　　1）　・大内谷花嵩岩体と下久野半花嵐岩体　　　　　　’　．＿・一・一　　．s　、

　　　大内谷を中心に分布するきわめて不均質の花崩岩質磐である・大的谷花嵩暑体とジ下久

　　野を中心に広大なやや均質性を欠く孚花嵩碧質暑の下久野孚花嵩岩≧は，前者が花醐局砦

　　漿分化に蓄ける花崩婦想妨糊に損当レ・後者が孚篠麟顎に相当するもので），Pt者は密馨

　　な関係を有するものである◎従つて，爾者は互に移過する部分が多い。すなわち，離者は

　　小さい黒雲母を少量有し，桃色の長石を特徴とする牟花嵩岩質黒雲母花嵐岩を主体とし，

　　牟花嵩岩質岩・ペグマタイト質岩・斑碧質碧をともない，一．Pt　tr後者は部分的に孚花嵩署質

　　花嵩辮（前者の主体に絹当）や石英質ペグマタイトをともなう。これら爾岩体は・さらに

　　　　　　　　　　ぷ　　南方，布勢村方面にまで互に広く分布するもであ6が，漸移関係はなくpま沁捕獲碧を

　　もナこなG、o　　　　　　　　　　　，

　　　大内谷花嵩碧偉に薦渉るもので，苅井において北1三岩贋状に貫入するものは，ペグマタ

　　イト質であるが，本署体は東にゆくにつれ，斑岩質となる◎全般的には黒雲母（少量）・

　　灰曹長石・・正長石・石英よりなる黒雲母孚花崩暑質花醐岩で，がいしてペルト石構造多

　　く，ま7こガ牟花嵩岩構造を有し，微連晶をしめすごく浅成のものである。　　　『　、

　　　まナこ，下久野孚花崩暑体は普通徴量の黒雲母・酸牲灰曹長石。ペルト正長石および石英

　　からなる黒雲母弗花嵩砦で・ときに白雲母itふ　〈一むが・一｝段に・膚英とペルト理長石を主

　　要構成物とするが・ところにより・石英と微斜長石を主成分とする。砦脈のものは大体同

　　じ構造をしめすが，均質である。しかしながら，牟花嵩岩脈中には，古い花闘岩にともな

　　われるものも存在するのではないかと考えられるがジいまだあきらかではない。｝〆’．・

　〆　2）一『花属斑岩レ　　　…　一　　　　　　　　　　・　　　．　　／　鴨

　　　これは奥川井で，川井基性混成岩体中（一部で大内谷花嵩砦体中に）に約2kmにわたつ

　　て細長く貫入する砦脈で，その東端は微花崩閃緑署の貫入を受け，安山砦岩脈によぢ切断

／

　さμ・さらに閃線紛碧なごと複歳岩脈を構成しているところがある・器阪の西端付近は大

　　内谷花嵐碧体の主体部に類似してきているo斑晶の石英・長石ともにきわめて大きく，

　　c軸長は10mmに達する。このほか斑晶には黒雲母がある。石基なほとんご微連晶で占め

　　られ，．全舷的に斑岩鯉花瀧岩擢造をしめしているが，再結晶の後小の黒雲母を有する◎

　　　この岩脹は大内谷花嵩岩体の分岐脹である◎な　　．　・．ム㍉ン．

　　　　3）微花關雛”；J’脳一陽∵∴∵∵・、　，：tlt一
　　　清久・東山爾鉱山付近にみられる不規則な岩脈状のもので・され孕て不均質零・．中粒の

猷一礁配学士（広大）の糖によるカ：群細な欄‘辮瓢喰匝



6　　　　　　’・＼山・Pt豊・．槽、

花嵩閃線暑は東孚に多く・西牟に斑器質・牟花嵩碧質あるいにペグマクイト質となり，岩

趾からは大酪花maef“体とはほとんざ燐なくぞ鯛・はこ瞬全蔀大巾谷花嵩岩体

にふくめてもさレつかえないのではあるが・ここでは一応分離レナ謁’　　　．

冷御こ文郷造は多～碑し・榊の昏のは継母1醸母・臓石・灰曹長fi・ペ

ノ呼長石よりなる鞭母蹴糊鑓で・灰曹長石の籍灘はや轡しい議暑質
や孚雀崩岩質の部分は・さき．にのべた大内谷・下久野爾岩徐なごのそれとほぼra．tである

が，ただ緑泥石化作用・．緑簾石花作用ti受’．bでい乙。

　4　そ勿他の火成岩類

　おもなものは石英斑岩と斑礪岩であつて，その他数種の小岩脈がある。

　　a）e一右英斑岩

　本岩はその貫入によつて，川井基性混成岩体・蓮花寺花嵩岩縁の東縁を割し，泊らぼ斑

糖岩の貫入を受け・また，南と北は安山岩におおわれている。しかしながら，以上のほか

，嚇との開騨啄なし碑あるカ～ナ・’ご凍部に・g・　〈．に？れ1勲成あ齢酬

解とは・おそらく・そ？勅山御こ分布する欝による斜のと解されるので・一

．応・大東花崩閃緑碧体の直後E考えた。有色鉱物の黒雲母は少量三くまれる溶，ほEんざ

緑簾石化作用・線泥右化作由を受めているニー・般に少C・ca晶は，石莫ε庚曹長石とかぢな

るが・むしろ，灰曹長石のみが多e，。1石英や微細な石基の形状からして；右英粗面岩に近

いきわめて浅成の，うすい青味ががっ7こ灰色の岩石である。

ゴ飾本岩体中にほとtlVEr完全な石Ptの砺雛の結晶を駆郷分がある6　　tx

　　b）　斑嘱岩
湾久山をはさん練に細長い糠として・髄輝ξ・欄戸・糠石・ウラル石忙嶺

・正長石および曹灰長石よりなるモンゾニ岩質石英巌蠣岩が安山岩中に貫入し，一方，同

岬猷は・艶緻密で課雲母゜ウラル石・．普購石・破・曹灰長石よりなる微石英

斑蠣岩が孚楕円形状に安山岩なざをつらぬいて小きく分布する。

　この斑礪岩は当地域に分布するおもな岩体中最も新しいものである。．

　　c）その他　，・　　　　　　　　．．　　　・　｝…
　以上のほか・当地方にみられるおもな岩脹として，角閃石煙斑岩・閃緑珊岩なざがある。
な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア

　なお・蓮花寺花嵩砦体中にかなり大きな原岩不明の変質岩があるざ！

　5噴出岩　’　　　　　　　　L　　“　　　　”
　石英斑岩を中にはさみ・その南北にひろがるものが，当地方で唯一の噴出砦の，灰黒色

の麟礒蝋である・北のものは・蠣図1こしめし漁黙で帳触弾瞥く墨碑

＊・大東花嵩閃緑岩体以前ならば，．．当然かな’，の影響ばあるべきであろう＿．し，また山佐村の

花簡岩はさして新しいもの℃’はないように考えるので2一応・本文でのべた時代に入れる。



t

　　　　　　　　　　　島根県天東鉱山付近の地質及び鉱床について　　　　　　　　　　7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　¶1

集塊熔岩よりなり，一部に凝灰岩および長石粗面岩をともなうのに対し，南のものは集塊

熔岩と塊状の部分が相なかばし，一部に凝灰岩をともなう。

　本岩は普通輝石・紫蘇輝石・斜長石（市性長石なびし菅灰長石）・を斑晶とするが，爾輝

石は変質作用（ウラル石化作用・緑泥石化作用）を受けているものが多い。

二の安山岩はさらに北および北東方に広くひろがつているもののようであつで，南のも

のとともに・いれゆる来待層の了Fにある複輝石安山暑に湘当するものと老網。lii　T’

　なお・神谷鉱山付近では・蓮花寺花嵩岩を捕獲岩（径10cm内外）とUてかな，り包有す

るo

　　　　　　　　　　　　　　　皿　鉱　　　　　床

　当地方には現在稼行中の輝水鉛鉱山として大東・清久・東山・神谷の4鉱山があり・ま

た，廃山となつたものに佐世鉱山がある。

　神谷鉱山を除いては・他はいすれも花崩岩岩漿分化にともなう凝絡の晶出にかがる石英

脈にともなわれるものであり，また，共生鉱物なざよりも考えて，比較的浅所低温の生成

と解され・神谷鉱山のものは蓮花寺花嵩岩体自体にともなわれるもので・他のもの！訴ら

　　　　　　　菖

1

　　　　　　　　　　　　　　　　鉱石賦存状態

　　　　　　　　　　　　　　　　　M……moiybdenite
　　　　　　　　　　　　　　　　　　P……pyrite

　　　　　　　　　　　　　　　　　Q……quartz

vN“p多蝉塑のよう璽ある・鵬鱗山の鉱床につ呼ρ縛砺大馴難爾鱗
山以外は昭和26年朋現卿資料によるので・とくにことや？篇く’・

し
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　1大東鑛山　　　　　　一　　　　・　．　　“
　現在わが国で第一の生産量を有する。大東鉱山には本山鉱床・火之谷鉱床・樋口谷鉱床

の三つの稼行鉱床があるが，本山鉱床以外は小さいもめ治ある。／とのほか，これらと関係
＼ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Sl　　　　〆

のない数多くの露頭があるがジこれらはほとんざ部分的の細菰である。以下各鉱床につい

てのべる。　　　　　　　　　・t　

k

”S‘一一tH・丁一
．一…

　　a）本山筑床，”㍑．二∫　じ、
本山鉱床な鉱床の北部において蓮花寺花嵩碧体を母岩とするほかは，川井基性混成岩体

を母砦とする。・鉱床はデ東縁は大体pt鉱床生成前の断層によう劃され（北策縁では尖滅す

る），また西縁を大東花崩閃線碧体により境されテこ；・あt三がも卵の縦断面の如き形態をな’
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してびる』枚の裂舞充墳含輝水鉛鉱石英脈であつて，最大落し労向ユ30m，走向方向380m

におよんでいる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　鉱脈は，川井基性混成岩依中においては，きわめて安定して（sるが∫蓮花寺花嵩岩体中

においては不安定であり，北東方に進むにつれ尖滅状態となる。輝フk鉛鉱ぽ走面N35°E，

傾斜NWI8。，厚さ30cmの石英脹中に数条ない・し十数条，・外観土状の微細な鱗片状結晶が

不行に縞状層をなじて胚胎するが，盤測のいすれかにかたよるようなことはない。局部的

に高品位をしめすようなところでは，完全な土状・とともに，少し大きな鱗片状結最のもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　ノ　　しゴ

をともなうようである。また，品位なざに関係なく，部分的に鱗片状結晶（5mm以下）・

をふくむことがある。

　鉱脈と母岩の境は一部不鮮明な部分もあるが，概して鮮明であり，また，鉱脈による母

岩の変化は一般に少く，ごく微弱な変化を受けている部分が小範囲存在サる程度である。

　品位は大体，中央部よりやや北よりに高く，南部がもつとも低いが，品位の急激な変化

はなく，鉱脈の干均品位は3．5％の高品位をしめしている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　も　ヒ

鉱脈は，石英のほか少量のカリ長石をふくむ。共生鉱物としてぱ黄鉄鉱が普通で，少量

含有されており，ときに，磁鉄鉱および黄銅鉱を微量含有する’
。

　坑内でみられる断層は4種にわかたれる。すなわち，1）鉱床のほぼ中央部を北北西に

走るもの・　．2）東部t・’よび西部を東北東ないし北東に走るもP・3）鯨の南端部をほぼ

東酉に走るもの，4）鉱床の東縁を割するものであっそ，2）のみ逆断層である。そのユ）

は鉱末のぼぽ中央部をはしり，‘走向N20°～30°W，傾斜NE60°，落差3ないし5mの2，

本の正断層であるが，爾端はともに内剣に轡曲しかつ落差を減ずるが，南東端は4）の断

層直前で消滅する。2）のものは東縁近く，走向N70°E，傾斜S80％落差2．5mの逆断層

がいちじるしいものであるが，この断層は，南に行くにつれ，次第に落差を減じ，全延長

の南孚は走向N40°E，傾斜SE70°，落差30cmとなつている。一方・北東端は4）の断層に

合するとともに消滅する。さらにこの断層の北孚の西側には走向N45°E，傾斜NW35°・

落差45cmの小逆断層がある。ほかCi）一つは鉱床の西部に」走向N50。E，傾斜SE85°，落

差60cmのものがある。これらは1）のものよりも多少新しいもめである）’。3）のものは・

鉱床の南縁近くに，ほぼEWに走り，N70。の傾斜をもち，落差5　niの正断層である。以．ピ

はいすれも，鉱豚生成後のものであるが・4）にかかげた断層は鉱脈生成前のもので・鉱

床の東縁を割するものである。走向はN40°～50°Eで・傾斜はほとんピ垂直に導く・破砕・

帯はところによ1り8嫡後に・・一よぶカ・なり騰な縮であつも鋤はこの断層に近づく

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロし　　　　　　　　　　　ち
と急激に劣勢となる。なお，鉱脈の優勢な箇所でぱ，鉱脈ば破砕帯内で不規則な塊状どな

つて存在することもあるが，一般に断層面をもつて鉱脹は滑滅する。

＼

》
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　！家燭第内でみられβ署豚は・．煤斑署・ペグマ．タイむ質暑・方解石および牟花嵐砦であ

る。連続性を有するのは角閃石煙晦岩脈で，．普通20～30cmのはばを有し，大体，．NEな

．噛興に獅効・．蛇騨NSI；走る賦6－8mの大きなものカ‘∵物るづ次に・・

ペグマタイト質岩興こ1釦．ペグマタイト・石英質ペグマタイ・ト・石英質孚花崩岩があり，

ペグ鷲イ磁不規則揮状であつ覧その数は少い前そのほかのもの1：は5面まt≒は

　ζれ以下の細脈が多数あり㌶走向は一定でなく・これらはたがいに移過するo．以上2種φ

砦脹熱む．鉱賑生成後新しい断層以前のものである。従つていつれも鉱脈を明瞭によぎ

　る。方解石脈は無数にφり，．大部分は母暑の貝にそう2cm以下の小さいものである6’ご

れKは新しい断暦よりもさらに新らしいものもある。傘花嵩暑脈はNWに走るものニミ

を数衆多．がs．多φはばは5QC典内外である。また鉢駅の北東部・蓮花寺花嵩岩体中にはか

なり広頓英騨布麟がφるが・その形態｝よし｝まだわからない・これらは鉱腱成前の

鯵鱗るρ＿t　．．．f、．　．一一t

　　　b）　火之谷鑛床

　　本鉱床は季山鉱摩の南東ユk再にあ、り，礎向N509W，傾碍SW20°，脈厚20cm堺下の含

　輝フk鉛鉱石英脹であつて・輝水鉛鉢は微細な土状のものと一，鱗片状の結晶のものどが相な

　かばする。．母帯1速川警華憐混成署体より爾花嵐岩脈にわたるが東進するにつれ黄鉄鉱の含

髄高めヴ九．撒は低下するぺ方・鋤酸定しない・　　　＜

　　しかし・輝聴・こ禰北卿系勺79・mの間謹花寺花鵬体中にほ1轍上1こな

弊繭N6P°㌘8q°E・・傾斜S享562騨2・・m前後の破脈の露頭（一部では坑道）と漣

鱗のと獅られるので軽が・これらの露頭諌進Sるにつれ・蹴鉛鉱の鮪を減

P・遂1ヲ横鉄鉱のみとなるρさらにこの鞭‡口讃鉄鉱のみ鮪する石難力漣続し

　㌍没酢道があるcrこ砲らはいすれも火之谷鉱床からの一連のものと考えら再るのである

　Q｛・傾碍方向にのびす・かつ鮒象鉱物を欠くものである・　　　．　　　　　　．’．’t

　　，c）樽口，谷鑛床　　、　　　　　　　　．　’“
　　本山鉱床の1ヒ東890mに1．運花春花属砦体を母署とするもρで，本山鉱床の蓮花寺花闘

　岩体中におけるが如く，．，鉱脈は安定しない。この鉱床はおそら・くボケツド状の小さいもの

　であろう。鉱脹は厚訓Ocrn前後で，性質そのほかは本山鉱床と大差ないが，1黄鋲鉱あ含

有度やや高く・品位は1％前後である。　　’i，　，：　　・　’…　　一　∴・

　　　b），その他の露頭’，、　．　　　　　　　“　　　F　　　二・

　薄花寺花属署体中にみられる蔑多の露頭は・いすれも大体・施町NW・傾斜Sで・：厚さ

　2～20c興の石英脹で，ときに輝フk鉛鉱をと・もなう。これらはいすれも連続性のない局部的

　のものであるo　　．　，　．，．一，　　　‘t／．　・　　　　　　’　－t“一
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．、’2　i三清久鍍山！　嘲・’、　二一　．．曜”　　．　，

　当鉱山は大東鉱山につぐもので，清久山の北中腹に主要鉱床である一枚の含輝フk鉛鉱石

英脹があり，牛花嵩居。微花尚閃緑岩および基性混成岩を母岩と：し七いる。・

．鉱脹は“般に．走向N50。W，傾斜S20。，厚さ20c　niで，比較的安定してし・る。輝7k鉛鉱ぽ

細粒土状で石英脈中に数条・まナこはそれ以上の雫行縞抹暦をなしで存在するが，多歩上盤

偲にかたよる傾向があるようである。一般に黄鉄鉱の含有率は高C・。

　鉱床のほぼ中央部に大体走向N70～80°W，・傾科N60ら落差約25mの一本の逆断層があ

るo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt　－

：断層の北側はほぼ微花嵩閃線砦を母岩と，しているが，rこれは著しく珪化されtc’（kて，不

鮮明である。また鉱脹と母砦の境もあまりはつきりしな（，rN。断層の南側はおもに牟花島岩

Ll・1・一よび基性混成糀母岩とする。鉱床の規模は，断層め北側は軸約蜘m浦北約76

mでs断層で境される南縁を除き北縁凍縁・西縁はし・すれも地表に出るかまた｝ま地表近

スに達する。断層以南では，．露頭線く鉱床の西縁）は約230血におよんでぴるが∫東縁ば

尖滅状態にあb，ま？こ南縁は不明である6

　当鉱床の北東約300m，約150卑下のレベルに微花嵩肉緑慕を母嘉と渉る舷脈があおが∫

これは次にのべる東山鉱山の鉱床群に属するもめである。と1のほかに二，’三の詰頭力痴ら

れてい：るが，それらの関連性は不明である。°曽　一　’　”　、　　曾’　層　　1”“t

” 共生鉱物は黄鉄鉱である。また当山においそも，基性混成碧を毎岩と母る部秀は勘しゼ

高品位である。、’t」　　t　　　　　”・　　　　　”
tt’内には鋤に並走し・あるい｝よこれを堵り・または断層にそつて多数の麟石知

岩の岩脈があり，それらは普通2ッ3mのはばを有する。　　r　’“1’　忌ゴ　“

！3・東「山鑛山　　　　∵　　’”　　ジ囑’”　ン1∵’

勅鋤の鉱床購久山の北約1km（レK’ル購久鋤甑床より約蜘血下5と砺
鉱職勤なる・「これらの鉱床は，東めもφ磁性激碧沖蜘もめが微走醐隷総

西のものが車花嵩岩を母岩として存在ナる含輝7k鉛鉱石英蕨である。彙のものな∫売商

N4・°E・・繍S2・°・騨5・ni・O」石顛で・外雛状の微細な蹴鉛鋤・融をな’し磁

条入つているが・鋤と翻の境は壱まつき’5して励，その他の鋤の性質は大蔵山め

・それと夫差ない。鉱脹は坑ゴよlb北に直観2σ飴で，走向N60。W，傾尉N70つめを本a）李看

断層に・ようて断たれ・毎岩も’4t花嵩岩になつでいる。おそらぐ古断層皐あるが，落差はが

な」り大な乙もののようである。断層の破砕帯にそい安山岩あ砦脈があ‘6虚

　中央のものは・走向N30°E，傾斜20。S，厚み約ユ5cmで1要の中1こ痙1～2cmめ夫き

な板状およ0鱗片状の輝フk鉛鉱よりなる縞が2～3条入つてくる。この鉱脈の輝水鉛鉱は　’
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　大きな結晶よりなり，微細なものをほとんざふくまないのを特徴とする。母砦と鉱脹の境

　障ヒ較的につきりしてお房鉱脈による母岩の変質もなく，鉱脈は安定している。

　　西のものは，4i花嵩岩中に胚胎するものであつて，走向N30°E，傾？4　S20°，厚さ干均

　5cmで土抹の外に細かい鱗片状の輝7k鉛鉱をともなう。母岩は珪化されて不鮮明で・鱗

脈は膨縮に富み，安定性がない。．　．．．L　　’　一

　　このほか中央部の一ものに接して，花嵩斑岩中に鉱脈が存在するが，その性質は東部のも

　のに似ている。

　　4　神　谷　鉱　山　　　　　　　　　　　　1

　　神谷鉱山の鉱床は，大東鉱山の北東約3km，蓮花寺花崩碧体中に存在する。その鉱床

　は既述の3鉱山のものとはその形態を異にしi花嵩岩の節理や断層面にそう含輝フk鉛鉱石

　英脈である。鉱脈の胚胎する母岩の節理の走向には数方向あり・一方・傾斜の方向も一定

　していないがジ傾斜角度はゆるやかでs’大体25°前倭である。鉱曝ははばせまく・1タ2

　Cmで，一つの節理中における連続性はないが，一つの節理より他の節理へ，あるいは節

　理より断層面へと移行することは普通である。鉱脈はそれ自体が粘土状の場合が多く，鉱

　石は鱗片状の結晶をしめすもq）が概して多い。

　　鉱脈の帯帯をよぎる，走向N50°E，傾斜NW60°のかな噸著な断層があるカ・・この

　断層は鉱脈生成前のものであり，鉱脈は断層に切られることなく連続する。当鉱山の鉱脈

は・この断層の擾乱帯に形成されナ；もののようである。なおごの断層は犬東鉱山’の鉱床の東

t縁を劃すぢ断層の走向莚長上に位置するが，・輌者の関連についてはいまだあきらかでな

　1’9　．　　“　　　　　　　　　　．　　　　　　、　　　　、　　　　’

　　5　佐　世　鉱　山

　　大東鉱山の南南東約2．5km，大東町西阿用（もと佐世村であつたので佐世鉱山という）

　1こ現在廃山となつている佐世鉱山がある。鉱宋はちようご下久野孚花嵩岩体中に捕獲され

　た基性混成岩ぐ川井基性混成岩依に同じ）中に胚胎する含輝水鉛鉱石英肱である。坑道は埋

” gelUてい汐ため襯察できな㍗が♂鉱脈は基憧混成岩より‘外部えは出ていないようである。

5一霧騨の状態よガ推察すれば・獄脈は大体i’s走向・N30°E・傾5PtN　WI　5°・干均厚さ59鷺ぐら

　いQもので・脈写は一定せつ㍉3～15cmの間を往復し・．また・分岐したりしながら連続し

　苫句る4うであ6。．母暑と鉱脈の境は大体不鮮明であつて，輝フk鉛鉱は微細な鱗片状結晶

　で，．9Ptが2～3条ρ縞状をなして入つている。しかしながら・大体・分岐した鉱脹の部

　分にはあまり鉱石はっかないもののようであり，また一部粘土状をともなうもののようで

顔が・くわし鍵知りえない・　畠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
、



　　　　　　　　　　　　島根県大東鉱即付近の地質及び鉱床について　　　　　　　　　　13

　　　　　　　　　　　　　　　1V　あ　と　が　き　　1．…；・．　　＿1

　　以上地質および鉱床について概要をのべてきたのであるが，，いまだ幾多の未解決の問題

　が残されている。ごれらは今緩研究されるであろう当地方周縁部の研究と相まつて解決し

　てゆきたいo　　　　　　　　　　　　　．　　　ガ：　・・，一

　　なお富田達博士によるS“ルコン鑑定結果は，蓮花寺花嵩暑体がギリヤーク統・太東花晦
｛贈ρ箋x…．・’・・’　　　　　　　　　　7
　閃線岩体が始新世となつているので特記してお。く。　　　　．　　，、　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

f
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　　　，　’metamofphid　mass6s．，　The　mutual　relations　between　these　rock　types

　　孔、　are　tabulated，　bchematically，’in　Table　1（P．2）．　】Molybdenit6　is

　　　　　　”t・dhd・・　mainl．yジih・qua・t・’Vein・agc°ln　papi・d　by　py「it・・「a「町by
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